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1 
一般社団法人 日本ユニットケア推進センター 

１．ユニットケア施設管理者研修 

受講者像 

＜施設種別＞ 

 

 

＜施設種別 管理者のリーダー研修受講数＞ 
 

  
管理者研修 

受講者数(人) 

    

  
リーダー研修 

受講者数(人) 

リーダー研修 

受講率(％) 

特別養護老人ホーム 419 51 12.2 

介護老人保健施設 19 2 10.5 

短期入所生活介護事業所 32 6 18.8 

小規模特別養護老人ホーム 56 3 5.4 

 

・近年は、小規模施設からの管理者の参加が増加してきている。その中で、リーダー研修を受講しユ

ニットケアの実践経験より、管理者に抜擢され参加してきている人が増えてきた。施設種別の比率

としては、小規模施設の管理者が多いことが上記よりわかる。研修中では、これらの管理者から聞

かれる運営の実態は、本体施設等に総合の管理者がいるため、「人事権・決裁権がない」プレイング

マネージャー的存在が多いようである。 

 

 

＜性別＞ 

 
 

・男女比には、大きな変化は見られなかった。 
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＜年齢（施設種別）＞ 

 
 
・施設種別毎に年齢層を示した。小規模施設の管理者は、４１～４５歳を中心に若い人が多く、特に短

期生活介護では、３０代の管理者が４割を占めていた。特別養護老人ホームでは、各年齢層は平均し

ていた。 
 
＜受講動機＞ 

 
・受講動機は、指示型「法人・理事長・行政からの指示」が多い。しかし、この頃では、リーダー研修

受講生の定着から、受講生と同じ見解を持つために参加する人も出てきた。自ら学ぶ意思のある人も

増えてきたが、まだまだ指示型が多いのが現状である。 
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受講者評価 

＜１日目 ユニットケアの理念と意義＞ 

 

 

＜１日目 高齢者の生活とその環境＞ 

 

 

 

＜２日目 コーディネーター＞ 
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①講師の話し方と説明の仕方はわかりやすかっ

た

②講師は、会場の全員に聞こえる声で説明をし

ていた

③講師の話すスピードは適切であった

そう思う 普通 そう思わない
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③話すスピードは適切であった

④受講生の質問、意見等に対し、その内容を整

理し、具体的かつ丁寧に答えていた

⑤事例は具体的でわかりやすかった

そう思う 普通 そう思わない
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＜２日目 講師＞ 

 

 

＜３日目 コーディネーター＞ 

 

 

・どのセッションも９割以上の満足度を得ている。データには示していないが、管理者研修の指導者

養成研修より、新指導者が誕生しており、それぞれに対してのデータは平均して満足度は高いもの

の、各指導者の得意・不得意分野においては、はっきり評価に差が現れた。次年度に向け、改善の

必要がある。 
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④受講生の質問、意見等に対し、その内容を整

理し、具体的かつ丁寧に答えていた

⑤事例は具体的でわかりやすかった

そう思う 普通 そう思わない
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④受講生の質問、意見等に対し、その内容を整

理し、具体的かつ丁寧に答えていた

⑤事例は具体的でわかりやすかった

そう思う 普通 そう思わない
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受講者施設の運営状況（事前課題・研修時アンケート分析結果） 

ユニットケアの運営基準について 

 

 

 

＜第三十三条の認知度（ユニット開設済みのみ）＞ 

 
 

 

 

 

 

・ユニット型施設の運営基準となる第三十三条の理解度については、平均 85．1％であり、おおむね理

解が進んでいる。それを施設種別で比較すると、小規模施設が一番である。その要因は、リーダー研

修受講済み者が管理者となり、研修時に学び理解していることが考えられる。その逆として、介護老

人保健施設の理解度の低さがあげられる。  

ユニット型特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準・第三十三条を知っていまし

たか。 

 

自法人・施設の.理念の把握をしていますか？（研修時アンケート) 
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車いす体験を通して感じたことについて 

 

 

＜見えたもの（ユニット開設済みのみ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「施設っぽいしつらえ」については、介護老人保健施設が多く、反対に「緑や木材の使用が多い」と

答えたのは、特別養護老人ホームと小規模特別養護老人ホームであった。「職員の動きが気になっ

た」のは、短期入所生活介護と小規模特別養護老人ホームであり、本来ならば小規模の施設での緩

やかな運営が期待されるところであるが、反対の数字が出た。 

  

体験したこと（五感で感じるもの）とのギャップはどの程度感じましたか。 
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＜朝食（ギャップの程度別）＞ 

 

・「その人に合わせて」は特別養護老人ホームと小規模特別養護老人ホームで過半数であったが、介護老

人保健施設と小規模入所生活介護では、「一斉」が６割近くあった。 

  

体験したこと（生活行為）とのギャップはどの程度感じましたか。 
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＜入浴（ギャップの程度別）＞ 

・「マンツーマン入浴」は、６割以上で実地されていた。「ユニット毎の入浴」も６割近くになってお

り、浸透度が高いことがわかる。 
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ユニットケアの運営状況について 

  

 

 

＜介護職員のユニットの配置状況（ユニット開設済のみ）＞ 

 

・ユニット固定については、小規模特別養護老人ホームで７７％、特別養護老人ホーム６８％と理論

を学ぶ受講前であるにもかかわらず、高い数字を示し、本来のユニット型施設の持つ役割の理解は

進んできている。しかし、短期入所生活介護では、３９％と低い。研修中に聞かれる運営実態とし

ては、利用率が上がらないため固定できないとのことである。 
 
 

 

＜介護職員の勤務シフトの作成体制（ユニット開設済のみ）＞ 

介護職員のユニットの配置状況はどのようになっていますか。 

介護職員の勤務シフトの作成体制はどのようになっていますか。 
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・勤務シフトの作成単位は、2 ユニット 1 夜勤の関係性より、2 ユニットで作成する傾向がでている。

ユニット毎の固定配置が出来ていても夜勤の関係で 2 ユニットの作成単位になっていることは、残念

である。その作成方法については、研修で伝えているので、研修後は改善がみられると思う。 

 

 

 

 

 

＜手当の有無（ユニット開設済のみ）＞ 

 

 

・ユニットリーダーの位置づけは、役職としている施設は全体の 1 割強で、施設種別の差は見られなか

った。しかし、3 割弱でリーダー手当を出しておらず、昨年よりその数は微増しており、改善が進ま

ない状況を示している。 
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＜ユニット費の有無（ユニット開設済のみ）＞ 

 

 

・ユニット費は６～7 割で支給されているが、まだ少ない状況である。特に短期入所生活介護で

は、4 割弱の支給であった。 
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（「研修の内容」などについての報告を受けた方のみ） 

＜報告を受けて思ったこと（ユニット開設済のみ）＞ 

 

ユニットリーダー研修に職員が参加し、その後の対応の仕方を施設種別毎に分析した。 
・研修報告はどの施設でも同様に 8 割以上で受けていた。 
・受講後の感想としては、「同じ知識を得ようと思った」割合が介護老人保健施設以外で多く見ら

れた。介護老人保健施設では、「管理者研修を受けようと思った」が多く、ユニットリーダー研修

の受講が管理者研修の受講動機に結び付いていた。共に研修を受講することで、プラスの相乗効

果を生んでいることが分かった。 
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報告を受けてどのように思いましたか。 
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２．ユニットリーダー研修 

受講者像 

＜施設種別＞ 

 
 
・平成15年度の研修開始当初は99％が特別養護老人ホームであったが、今年度は76.3％に減少

し、小規模特別養護老人ホームの割合が増え、今年度は8％を占めた。また短期入所生活介護の

割合も同様に増えている。特別養護老人ホーム以外の施設割合は、約4分の1になった。 

 
＜性別＞ 

 
 

・男女比については、研修開始時の平成 15 年度は男性 29％であったが、今年度は 47.9％と年々男

性の参加率が増えている。 
 

＜年齢＞ 

 
 

・27～40歳までの受講者が全体の6割をしめており、その内、31～35歳が一番多く27～30歳と続

いている。24～26歳が8.5％、21~23歳も2.4％おりユニットリーダー層の若年化が進んできてい

る。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女

N=5010

- 2.4 

8.5 20.6 21.4 16.7 12.4 8.5 8.9 

0.5 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２０歳 ２１～２３歳 ２４～２６歳 ２７～３０歳
３１～３５歳 ３６～４０歳 ４１～４５歳 ４６～５０歳
５１～６０歳 ６１歳以上 無回答



14 
一般社団法人 日本ユニットケア推進センター 

＜受講者の役職（ユニット開設済のみ）＞ 

 

 

 

・ユニットリーダーとしての参加は 6割で、就任予定は 1割、未定の受講生は 3割で、現在ユニッ

トリーダーでない人の割合が多くなっている。未定の受講者の多くは、何も知らされていない人

や現在従来型施設に勤務している人であり、研修での学びに目的が見いだせず戸惑っている受講

生がみられる。 

 

＜ユニットケア施設管理者研修受講者の有無＞ 

 
 

 

受講者評価 

 

 

 

＜ユニットケアの理念と意義の感想＞ 

 

 

  

N=3181

60.6 10.6 28.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユニットリーダー ユニットリーダー就任予定 その他

N=4488

56.6 39.3 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

N=4514

84.1

86.0

75.4

15.4

12.9

23.1

0.4

1.0

1.4

-

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①講師の話し方と説明の仕方はわかりやすかった

②講師は、会場の全員に聞こえる声で説明をしていた

③講師の話す速さは適切であった

そう思う 普通 そう思わない 無回答

1 日目の研修内容について評価してください。 
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＜施設導入の過程の感想（施設管理者）＞ 

 

＜施設導入の過程の感想（介護責任者）＞ 

 

 

＜高齢者の生活とその環境についての感想＞ 

 

・1 日目は全員が一堂に集まり、スクール形式で研修を行うため、「聞こえない」等の意見も多少あ

ったが、全ての項目において概ね 7 割以上が「そう思う」と評価しており満足度は高かった。 
・講師によっては、講義の進行で時間が足りなくなり早口になることがあり、話す速さについての

満足度は他より低かった。 
  

N=4514

78.7

85.8

70.7

20.2

13.2

26.7

0.3

0.2

1.7

0.8

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①講師の話し方と説明の仕方はわかりやすかった

②講師は、会場の全員に聞こえる声で説明をしていた

③講師の話す速さは適切であった

そう思う 普通 そう思わない 無回答

N=4514

79.1

85.5

72.8

20.1

14.0

24.9

0.6

0.1

1.9

0.3

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①講師の話し方と説明の仕方はわかりやすかった

②講師は、会場の全員に聞こえる声で説明をしていた

③講師の話す速さは適切であった

そう思う 普通 そう思わない 無回答

N=4514

86.7

86.5

79.6

12.6

11.9

19.5

0.5

1.5

0.8

0.2

0.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①講師の話し方と説明の仕方はわかりやすかった

②講師は、会場の全員に聞こえる声で説明をしていた

③講師の話す速さは適切であった

そう思う 普通 そう思わない 無回答
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＜２日目の研修についての評価＞ 

 

 

・2 日目の研修については 1日目の講義・演習より、「そう思う」と回答した人が多く９割を超

え、グループワーク中心の少人数教室形式は、満足度の高い研修となった。 

  

N=4514

99.8

99.1

99.7

98.5

99.4

99.7

99.7

99.7

98.4

0.2

0.9

0.2

1.4

0.5

0.2

0.2

0.3

1.5

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

-

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①研修指導担当者は、会場の全員に聞こえる声で説明して

いた

②研修指導担当者は、適切なスピードで話していた

③研修指導担当者は、わかりやすい話し方で説明していた

④研修指導担当者の研修の進め方は適切であった

⑤研修指導担当者は、受講者の質問、意見等に対し、その

内容を整理し、具体的でかつ丁寧に答えていた

⑥研修指導担当者は、受講者の反応をみながら対応し、参

加を促していた

⑦研修指導担当者の事例は具体的で分かりやすかった

⑧研修指導担当者は、ハンドブックやＤＶＤなどの資料を

講義の理解に役立つように活用していた

⑨休憩時間の配分は適切であった

そう思う そう思わない 無回答

2 日目の研修内容について評価してください。 
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・実地研修に行って、参考になったところは、「入居者ごとに 24 時間の暮らしのデータを取り、ユ

ニット毎に一覧化する」が 80.9％で一番多く、次いで、「起床時間はその人のペースに合わせる」

が 76.5％と、それぞれの入居者の暮らしにあわせたケアの実践が参考になったといえる。この傾

向は昨年も同様であり、受講生が何に悩み取り組んでいるかがわかる。 

N=4514

63.7 

71.1 

60.6 

63.2 

54.6 

80.9 

49.3 

44.0 

60.5 

38.5 

35.4 

49.2 

76.5 

58.6 

73.2 

44.4 

56.4 

38.7 

69.8 

73.1 

68.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その人の部屋にする・私物の持ち込み・個性を出す

リビングは食事をしたり落ち着いてくつろいだりする場とする

椅子・テーブルの高さは入居者に合わせる

掲示物は車椅子の高さに合わせる

家では飾らないような折り紙等での飾り付けをしない

入居者ごとに２４時間の暮らしのデータを取り、

ユニットごとに一覧化する

ユニットごとに職員を固定し、生活単位と介護単位を一致する

ユニットごとの勤務表を作成する

記録は一元化・一覧化

ユニットミーティングは１回／月以上開催する

リーダー会議は１回／月以上開催する

ユニット費を活用する

起床時間はその人のペースに合わせる

使用済みの排泄用品は、プライバシーを尊重した片付けをする

食事時間はその人のペースに合わせる

各ユニットでご飯を炊く

盛り付けはユニットの入居者の目の前で行う

入浴はユニットごとにマンツーマン方式を実施する

施設管理者の話

質問・意見に対して具体的かつ丁寧な答え

施設全体で受講生を受け入れてくれている姿勢

無回答

研修を振り返り、実地研修において実践するうえでどのようなことを参考にしたいと思い

ましたか。 

 



18 
一般社団法人 日本ユニットケア推進センター 

受講者施設の運営状況（事前課題分析結果） 

理念等について 

 

 

 

＜ユニット型特別養護老人ホームの施設設備及び運営に関する基準第三十三条の認知度＞ 

 

＜勉強方法＞ 

＜管理者研修受講者の有無によるユニット型 

特別養護老人ホームの施設設備及び運営に関する基準第三十三条の認知度＞ 

・第三十三条は、6割強の認識で前年度との差は見られない。しかし、管理者と比べると 2割強少ない。

管理者は職員に伝えているという結果が出ていたが、この集計からは、「施設長から説明を受けた」よ

り、「自分で勉強した」人が多かった。管理者は伝えているつもりだが、伝わっていない現状を示して

いる。また、管理者研修を受講した施設のユニットリーダーの方が第三十三条の認識は高く、管理者・

ユニットリーダー研修共に受講することで、その効果が高まることがわかった。 

  

ユニット型特別養護老人ホームの施設設備及び運営に関する基準第三十三条を知っていま

したか。 

N=1923

施設長から説明を受けた

自分で勉強した

その他

32.2

42.0

32.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=3174

61.8 38.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ

67.5

53.3

32.5

46.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる

N=1973

いない

N=1079

はい いいえ
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＜ユニットリーダーの役割についての説明（ユニット開設済のみ）＞ 

 

・ユニットリーダーの役割について 6 割を超える受講生が文章にて説明されていない。ユニット

リーダーの担い手がいないという声を研修でも多く聞くが、役割が明確になっていない中で

は、就任は困難と思える。 

ユニットリーダーの役割について明記（文章化）された書類で説明を受けましたか。 

N=3135

37.2 62.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
はい いいえ


	１．ユニットケア施設管理者研修
	受講者像

